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左右の同傾斜角度において、左右眼の眼位の差を計算し、Asymmetry score と呼ぶことにする。 
Asymmetry score =（左傾斜 X 度の左眼の眼位）-（右傾斜 X 度の左眼の眼位） 





左右への頭部の傾斜角が X°のときの眼位を Disconjugacy score と呼ぶことにする。 
Disconjugacy score =（左傾斜 X 度の左眼の眼位）-（左傾斜 X 度の右眼の眼位） 








みられた。(トレンド検定、p = 0.008, p = 0.004)一方、傾斜方向の内側眼では明らかな傾向は認
められなかった。頭部傾斜刺激時の眼球運動は、水平・垂直・回旋成分とも非対称性はないと考
えられる。 
 
【考察】 
今回の研究では、内耳障害のない被験者に対して、傾斜刺激時の両眼眼球運動を記録、解析した。
現在まで報告されていない知見として、頭部傾斜時の水平眼球運動において、傾斜方向の外側眼
の内側偏位の傾向、すなわち水平運動の非共同性を認めた。この眼球運動は、内耳障害のない被
験者で認めた傾向であることから、健常人で生理的に生じる眼球反射ではないかと考えられる。
過去の生理学的な報告では、内野らが 2003 年に、ネコの卵形嚢神経を選択的に刺激し、水平眼球
運動がみられたと報告している。そしてこれは、卵形嚢一次求心性線維から同側外転神経核ニュ
ーロンへの投射であるとしている。このことから、今回の頭部傾斜時の水平眼球運動でみられた
傾斜方向の外側眼の内側偏位は、内野らの証明した卵形嚢眼反射による、卵形嚢刺激による眼球
運動と推測される。そして、この眼球運動は、傾斜刺激時の回旋成分（OCR）と同様に、網膜上の
像を安定化する目的で生じる耳石器由来の眼反射なのではないかと考えられる。これらの結果が、
いまだ明らかになっていない、耳石眼反射の解明の一助になればと考える。 
 
 
